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体数）」と明確化した（Begon et al . ,1986）。




























ムである（Begon et al.,1986）。また，Tansley は，
植生の遷移および多極相論について論じた「The 
















































































































































図表 3 は，2 種間相互作用を類型化したものであ
る。
2 種間相互作用は，図表 3 に表されているよう
に，9 タイプに分類することができる。まず，①
（0,0）は両種が互いに影響しない「中立作用（不



























































1 中立作用（不偏関係）  0 0 どちらの種にも影響しない
２ 直接干渉型競争  － － 各々の種が他種により直接抑制される
３ 資源利用型競争  － － 競争資源が不足しているときに間接的に抑制する
４ 片害（作用）  － ０ 種１は抑制され，種２は何の影響も受けない
５ 寄生  ＋ － 寄生種（種１）は，ふつう宿主（種２）よりも小さい
６ 捕食  ＋ － 捕食者（種１）は，ふつう被食者（種２）よりも大きい
７ 片利（共生）  ＋ ０ 共生者（種１）は利益を得るが，宿主（種２）は何も影響されない
８ 原始協同  ＋ ＋ 相互関係は両種に有益であるが，義務的ではない
９ 相利（共生）  ＋ ＋ 相互関係は両種に有益であり，かつ義務的である
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